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事業名 確認
都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 104 ha

平成 27 年度　～ 令和 2 年度 平成 27 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

地域資源を活かした拠点機能の強化による市の“玄関口”におけるまちの賑わい向上
目標１：集客力の向上による賑わい創出　　　　　目標２：回遊性の向上による賑わい創出

＜都市全体の再構築方針＞
　本市は、大阪と京都の中間に位置しており、西の淀川や東の生駒山系の里山など、自然豊かな環境を有し、古くには京街道に枚方宿が設けられ人が集い、まちが栄えてきました。戦後、高度経済成長期には、住宅地が拡大し急速に人口が増加する
とともに、産業や商業も大きく発展したことに伴う都市への需要に対応するため、都市基盤整備が進められ、現在の枚方のまちが形成されてきました。
　一方で、昨今では、少子高齢化によるこれまで経験したことのない人口減少などにより都市の課題は大きく変化し、将来、人口減少や財政投資の制約が予測される状況のもと、持続的なまちの発展に向けて、市民の定住、市外からの転入促進を図
ることが重要です。
　そのため、まちの魅力の向上へ向けて、これまで守り育まれてきた歴史・文化や豊かな自然などの地域資源や先人が積み上げてこられた都市のストックを有効活用しながら、子どもから高齢者まで多様な世代が、快適で安全に暮らすことのできる環
境づくりや、駅の周辺などにおいて人が集まる都市拠点づくりを進めるとともに、人々の回遊性を高める交通網の整備を行うことで、更なる賑わいと魅力にあふれる枚方のまちを実現していく観点から、「枚方市都市計画マスタープラン（H29.3）」を改定
し、“まち・ひと・自然がつながり、持続的に発展する都市”を目指すこととしています。
　さらに、「枚方市立地適正化計画（H29.3）」をあわせて作成し、「枚方市都市計画マスタープラン」で示す将来都市像を踏まえ、“より便利な都市を実現させていくこと”、“公共交通ネットワークを充実させること”の二つの目標を設定し、自家用車に過度
に依存しなくても利便性が高く住みやすい都市を実現していきます。
　また、公共不動産についても、これまでも一部廃止や他用途への転用、未利用地の売却など行政コストの縮減や公共施設の活用促進に努めてきましたが、今後は、さらに公共施設全体を把握して施設総量の適正化を図っていく必要があることから、
「枚方市公共施設マネジメント推進計画（平成29年3月）」を策定し、総合的かつ計画的な管理を推進していきます。
　加えて、令和2年1月に枚方市駅周辺地域が「都市再生整備緊急整備地域」の指定を受けたことから、民間投資の促進による都市再生の質の向上や、商業・業務・医療・住居・学び・文化・交流・行政機能などの都市機能の更新・強化により、周辺市を
含めた広域中心拠点を形成するとともに、歩行者が快適に回遊できる居心地の良い歩行空間を創出するため、ウォーカブルなまちづくりの取り組みを推進します。

都道府県名 大阪府 枚方市 枚方市駅周辺地区

計画期間 交付期間 2

■　都市機能の状況
　本地区は、本市を含む広域都市圏の中心的な機能を担っています。
　古くは淀川舟運や旧京街道の宿場町という水陸の交通拠点として発展し、その後、高度経済成長期における大型商業施設の出店や市街地開発事業により、官公庁団地における市役所をはじめとした行政サービス施設や病院(特定機能病院)、商
業、文化施設など基幹的な施設のほか、病院(産科など)、保育所(園)や幼稚園(認定こども園)など、多種多様な都市機能が立地しています。
　しかしながら、近年は大規模商業施設の閉店などによる商業機能の不足をはじめ、昭和40年から50年代に実施された市街地再開発事業により立地した建築物の老朽化が進むなど、まちの賑わいが低下しています。

■　主要な公共交通の状況
　本地区の中心となる京阪枚方市駅は、京阪本線の特急停車駅として、多くの人が利用する本市の重要な交通機能を担っています。駅前については、市内各所や隣接市などの多方面をつなぐ複数の路線におけるバスが発着する駅前広場が整備さ
れていますが、鉄道駅へ向かう交通の集中や、駅前を通過する車両などによる駅前広場の混雑が発生しているとともに、安全で快適な歩行空間の確保が必要となっているなど、交通環境の改善が求められています。

■　大規模商業施設の撤退などによる商業機能の不足をはじめ、昭和40年から50年代に実施された市街地再開発事業により立地した建築物の老朽化が進むなど、拠点機能の減退とともに賑わいが低下しています。
■　京阪枚方市駅へ向かう交通の集中や、前を通過する車両による駅前広場の混雑や地区内道路での慢性的な交通渋滞の発生など、交通環境の改善と安全で快適な歩行空間の確保が必要です。

【第５次枚方市総合計画（H28.4）】
施策目標：人々が集い賑わい、魅力あふれる中心市街地のあるまち
取り組みの方向
■　利便性が高く、魅力あふれる中心市街地の形成に向けて、商業、文化芸術、居住施設をはじめ、緑化等による景観など、交通結節点におけるさまざまな機能を充実できるよう、枚方市駅周辺の再整備を進めます。
■　枚方市駅周辺が、人々が集い交流し、さまざまな活動が活発に展開される拠点となるよう、各種イベントの開催など賑わいづくりを創出します。



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

千円/㎡ H29 Ｒ3

百万円/年 H29 Ｒ3

百万円/年 H29 Ｒ3

　本地区は、官公庁施設が多く立地しており、こうした行政施設の用地を有効活用しつつ、土地の高度利用化により、行政サービスをはじめとして、商業・業務、文化交流機能などの広域都市圏を対象とした中心的な都市機能の更新、強化を図るととも
に、賑わいとゆとりのある駅空間の形成や交通環境の改善など、枚方市駅周辺再整備の重点的な取り組みを進めていきます。
　あわせて、医療、子ども・子育て支援などの生活サービスの都市機能の集積を図るとともに、子育て世代などの多様な居住ニーズに対応した居住環境を形成し、都市居住を集積していくため、病院、診療所、食料品が購買できる商業施設、保育所
(園)、幼稚園(認定こども園)や、一定規模を超える商業施設、文化施設、行政サービス施設を対象として誘導施設を設定します。

■　誘導施設（社会福祉施設）：枚方市立枚方保育所整備事業
　枚方保育所を誘導施設として、施設規模の拡大による保育需要への充実した対応を行うなど、周辺地域の課題となっている待機児童解消を実現します。
　地域の子育て家庭への支援の充実や関係機関の連携の充実を図るため、相談室や多目的室などの新たな諸室整備を行う子育て支援機能の充実等によって、都市機能の向上や定住促進等を図り、中心地への『まちなか居住』や周辺の介在的な低
未利用地等に居住の立地を誘導します。

■　高次都市施設（地域交流センター）：総合文化施設、地域生活基盤施設：施設前広場整備事業
　文化芸術活動の場となるホールや美術ギャラリー、ワークショップや集会など市民活動を支援する諸室を備えるほか、ロビーや施設前広場において地域の人たちが気軽に訪れ、長く滞留できる場所としての活用など、複合的な機能を持つ施設を整
備します。

■　道路：北側道路整備事業、地域生活基盤施設：歩行者用デッキ整備事業・歩行者用エスカレータ整備事業
　総合文化施設と枚方市駅間を横断する幹線道路（主要地方道京都守口線）を有機的に繋ぎ、安全・安心な歩行者アクセスを確保するとともに、周辺の淀川河川公園などへの回遊性を向上します。

■　地域創造支援事業：枚方市駅周辺再整備基本計画
　本地区の持続的な発展を実現するため、「めざすまちの将来像」「導入する都市機能」、「土地利用の方向性」、「事業手法」、「スケジュール」などを示したロードマップを作成するものです。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

来訪者数の増加による売り上げ増
加

地区来訪者による飲食、ショッピング等の売り上げ金額
集客力及び回遊性の向上による来訪者数の増加に伴う売り上げ
の増加

310 757

賑わい向上による地価上昇 地区の賑わい向上による地価公示価格の上昇 まちの賑わい向上による地下公示価格の上昇 461 530

公共交通利用者数の増加による売
り上げ増加

公共交通の利用促進による売り上げ金額
集客力及び回遊性の向上による公共交通の利用促進に伴う売り
上げの増加

24 83



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他
【連携体制】
■相乗的な賑わい向上　－　官民連携　－
　・街なみ環境整備事業：街なみの修景基準に沿った外観の修理・修景に係る一部経費等の助成
　・枚方宿くらわんか五六市：主催者（まちづくり協議会）へのイベント時の公共施設（市道等）活用支援
　・淀川舟運事業：五六市開催にあわせた民間主催による定期運航（H29.9～）
　・滞在環境整備事業(まちなかウォーカブル推進事業)：UR都市機構による居心地の良い歩行空間の創出を目指した社会実験の実施検討
■総合的な取り組みによる賑わい向上　－　政策間連携　－
　・「枚方市駅周辺再整備ビジョン」の策定（H25.3）：駅周辺地域全体のエリアマネジメントを実施し、最適な土地利用検討を総合的に捉え庁内関係部署（総合政策部、市駅周辺等活性化推進部、産業文化部、都市整備部など）が横断的に連携し、賑わい
のあるまちの構築を目指します
　・道路整備にあわせた交通体系見直し：道路整備や歩道改良にあわせて京阪バス㈱の運行ルート見直しを実施します
　・「観光施策に関する考え方」策定：観光地経営体（ＤＭＯ）の確立に向けて、交流人口拡大や地域経済活性化の原動力となる観光施策の推進による賑わいの向上を目指します
　・「公的不動産（国、大阪府、枚方市）の最適利用推進連絡会議」の設置

【持続可能性】
■自立化に向けた官民連携による賑わい向上
エリアマネジメントの推進
　・枚方市駅周辺活性化協議会：北大阪商工会議所を中心に、計画段階から官民連携によるエリアマネジメント推進に取り組むため、参加団体からの選抜メンバーによる「勉強会」をスタート
　・連鎖型まちづくり：総合文化施設へ機能移転する現市民会館用地や、駅周辺再整備にて創出される公的不動産の跡地を活用した連鎖型まちづくりによる賑わいを向上します
　・UR都市機構との包括連携協定（Ｈ28.11月締結）：ＵＲ都市機構が持つ都市再生・官民連携の実績やノウハウの提供などまちづくり支援体制の構築
地域事業者等との連携
　・総合文化施設：地域事業者等と連携し魅力的で多彩な事業を展開
　・淀川舟運：民間事業者による自立運営に移行し、さらに上流側（八幡・伏見）へ事業展開を検討
■観光地域づくりを担う人材育成による賑わい向上
　観光地経営体（ＤＭＯ）の確立に向けた観光戦略の一環として、枚方市に愛着を持つ人材を掘り起こし、五六市など地域イベントや総合文化施設での民間イベントなど集客コンテンツ間を継続的に連携する観光地域づくりを担う人材育成につなげること
で賑わいを向上します
■公共施設の一体管理による賑わい向上
　指定管理者によって総合文化施設と周辺の公共施設を一体運営することで、民間事業者のノウハウを活用した効率的な管理による維持費の低減や賑わいの向上につなげます

方針に合致する主要な事業
【枚方市駅周辺における魅力あるまちづくり　　目標１：集客力の向上による賑わい創出】
　総合文化施設や施設前広場でのイベント開催、駅リニューアルや大学学部新設などの民間投資、地区内の歴史資源（宿場町）や自然資源（淀川）を活
用した定期的な地域イベントの実施により、地区の集客力を向上し、賑わいを創出します。

【基幹事業】
高次都市施設（地域交流センター）：総合文化施設
地域生活基盤施設：施設前広場整備事業
地域生活基盤施設：歩行者用デッキ整備事業
地域生活基盤施設：歩行者用エスカレータ整備事業

【提案事業】
地域創造支援事業：枚方市駅周辺再整備基本計画

【関連事業】
総合文化施設（大ホール）
京阪枚方市駅リニューアル
関西医科大学（学部新設）
街なみ環境整備事業（枚方宿地区）
枚方宿くらわんか五六市・淀川舟運事業
「観光施策に関する考え方」策定
滞在環境整備事業(まちなかウォーカブル推進事業)

【枚方市駅周辺における魅力あるまちづくり　　目標２：回遊性の向上による賑わい創出】
　地区内の道路整備とあわせた路線バスの運行ルート見直しにより、地区内の道路の渋滞解消に寄与するとともに、駅から集客コンテンツへとつながる
安全・安心な歩行者動線を確保することで、地区の回遊性を向上し、賑わいを創出します。

【基幹事業】
道路：北側道路整備事業
【関連事業】
（都）枚方藤阪線整備事業
外周道路整備事業
市道枚方市駅前線改良事業
京阪バス㈱交通体系の見直し
滞在環境整備事業(まちなかウォーカブル推進事業)



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 枚方市 直 L≒120m H28 Ｒ2 H28 Ｒ2 95.2 95.2 95.2 95.2 -

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 枚方市 直 L≒70m H30 Ｒ2 H30 Ｒ2 189.0 189.0 189.0 189.0 -

地域生活基盤施設 枚方市 直 L≒20m R1 Ｒ2 Ｒ1 Ｒ2 100.1 100.1 100.1 100.1 -

地域生活基盤施設 枚方市 直 A≒1500㎡ H28 Ｒ2 H28 Ｒ2 100.5 100.5 100.5 100.5 -

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター 枚方市 直 A≒4,200㎡ H27 Ｒ2 H27 Ｒ2 2,100.0 2,100.0 2,100.0 2,100.0 -

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設 枚方市 直 A≒1,695㎡ H27 H29 H27 H29 649.0 649.0 649.0 607.7 -

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,233.8 3,233.8 3,233.8 0 3,192.5 － …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

枚方市 直接 A≒8.5ha R2 R2 R2 R2 7.7 7.7 7.7 0.0 7.7

合計 7.7 7.7 7.7 0.0 7.7 …B

合計(A+B) 3,200.2
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
枚方市 A≒10,200㎡ ○ H27 Ｒ2 8,848

大阪府・枚方市 国土交通省 L≒970ｍ ○ S56 H27 3,010

枚方市 国土交通省 L≒310ｍ ○ H28 H30 62

枚方市 国土交通省 L≒100ｍ ○ H28 Ｒ2 15

枚方市・京阪バス㈱ 国土交通省 - ○ Ｒ2 10

京阪ＨＤ㈱ 国土交通省 - ○ H30

民間 H30

枚方市（間接） 国土交通省 ○ H29 Ｒ3 33
枚方宿地区まちづくり協議会 ○ H18 -

民間 ○ H27 -

枚方市 ○ H29

民間 ○ H30

UR都市機構 国土交通省 A≒48ha 〇 R2 R7 70

合計 12,048

滞在環境整備事業(まちなかウォーカブル推進事業) 枚方市駅周辺

小規模保育事業

枚方宿地区

淀川（八軒家～枚方市）

岡本町

枚方宿くらわんか五六市

枚方市立枚方保育所整備事業

（都）枚方藤阪線整備事業

外周道路整備事業

市道枚方駅前線改良事業

京阪バス㈱交通体系の見直し

枚方市駅リニューアル事業

禁野本町～岡東町

新町一丁目～岡東町

新町一丁目

岡東町

規模
（参考）事業期間

住宅市街地総合整備事業

交付対象事業費 3,200.2 交付限度額

細項目
事業 事業主体

1,600.1 国費率 0.5

交付期間内事業期間

北側道路整備事業

事業箇所名 直／間

歩行者用デッキ整備事業

総合文化施設

歩行者用エスカレータ整備事業

施設前広場整備事業

地域創造
支援事業

枚方市駅周辺再整備基本計画 枚方市駅周辺地域

（参考）事業期間
事業 事業箇所名 事業主体 直／間

交付期間内事業期間

細項目
規模

所管省庁名 規模事業主体

事業活用調査

まちづくり活動
推進事業

淀川舟運事業

観光施策に関する考え方策定

総合文化施設（大ホール） 新町二丁目

街なみ環境整備事業（枚方宿地区） 枚方宿地区

関西医科大学（学部新設）

岡東町

新町二丁目

事業 事業箇所名

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

枚方市駅周辺地区（大阪府枚方市） 面積 104（48） ha 区域 枚方市新町二丁目から東田宮一丁目

市⺠会館

枚方警察署

郵便局

簡易裁判所

枚方市駅

税務署

宮之阪駅

⼤阪府北河内府⺠センター

至⼤阪

至京都

凡 例

都市再生整備計画事業区域

滞在快適性等向上区域

都市機能誘導区域

居住誘導区域

枚方市駅周辺地区（104ha）

枚方市駅周辺地区（48ha）

枚方市役所



目標

枚方市駅周辺における賑わいのあるまちづくり
－ ひとが主役のゆとりと賑わいのあるまち －
目標１：集客力の向上による賑わい創出
目標２：回遊性の向上による賑わい創出

代表的
な指標

賑わい向上による地価向上 461千円/㎡ （H29年度） → 530千円/㎡ （Ｒ3年度）

来訪者数の増加による売り上げ増加 310百万円/年 （H29年度） → 757百万円/年 （Ｒ3年度）

公共交通利用者数の増加による売り上げ増加 24百万円/年 （H29年度） → 83百万円/年 （Ｒ3年度）

枚方市駅周辺地区 都市構造再編集中支援事業（大阪府枚方市） 整備方針概要図

■関連事業：（都）枚方藤阪線整備事業

■関連事業：外周道路整備事業

枚方市駅

枚方市役所

市⺠会館

府⺠センター

■関連事業：
京阪バス㈱交通体系の見直し

至京都

■基幹事業 誘導施設（社会福祉施設）
枚方市立枚方保育所整備事業

凡 例

基幹事業

提案事業

関連事業

様式（１）-⑦-１

■基幹事業 道路
北側道路整備事業

■基幹事業 高次都市施設（地域交流センター）
総合文化施設

■関連事業：総合文化施設（大ホール）

0m 1000 m

■基幹事業 地域生活基盤施設
歩行者用デッキ整備事業
歩行者用エスカレータ整備事業

■基幹事業 地域生活基盤施設
施設前広場整備事業

■関連事業：街なみ環境整備事業（枚方宿地区）

■関連事業：
枚方宿くらわんか五六市
淀川舟運事業

■関連事業：関西医科大学（学部新設）

■関連事業：「観光施策に関する考え方」策定

■関連事業：
枚方市駅リニューアル事業

■提案事業 枚方市駅周辺再整備基本計画

■関連事業：
小規模保育事業

■関連事業：市道枚方市駅前線改良事業

■関連事業：滞在環境整備事業
（まちなかウォーカブル推進事業）

枚方市駅周辺地区（104ha）

枚方市駅周辺地区（48ha）


